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三菱ＵＦＪニコス、Ｍａｓｔｅｒｃａｒｄやフランチャイジー各社と協働 

全国１，０００の地方自治体への「パーチェシングカード」導入強化へ 

～“経費精算のキャッシュレス化”に向け、自治体専用の「トリセツ」を作成、１２月１３日から順次発送～ 

 

三菱ＵＦＪニコスはこの度、Ｍａｓｔｅｒｃａｒｄと共同で、全国１，０００の地方自治体を対象に、会計業務の効

率化などを可能にし、迅速にキャッシュレス化を実現できる法人カード「パーチェシングカード」の販売強化

を決め、全国３９社のフランチャイジーの協力のもと、１２月１３日から順次取り扱っていきます。 

 

昨今のキャッシュレス決済への消費者ニーズの高まりを受け、

各自治体では窓口や公共施設における“住民サービスとしての

キャッシュレス化”が徐々に進められています。 

 

併せて、自治体内では“経費精算のキャッシュレス化”への

需要も高まっており、特に、ＷＥＢあるいはＳＮＳ（交流サイト）で

のふるさと納税や観光促進のＰＲ、ネット通販での備品購入と

いった局面での非対面決済が急増しています。当社は今般、こ

うしたニーズの高まりを受け、自治体への「パーチェシングカー

ド」の導入を一層推し進めていくものです。 

 

「パーチェシングカード」は、法人間決済において、プラスチックのカード自体は発行せず、有効期限付き

のカード番号を発行して使う、非対面取引専用のカードレス法人カード。経費精算業務の効率化に加え、カ

ードレスのためカード紛失や盗難などによる情報漏洩及び悪用のリスクが軽減されるほか、特定事業者間

での決済に利用が限定されるため、セキュリティやガバナンスに一層配慮した仕組みとなっています。 

 

＜当社「パーチェシングカード」最大の特長＞ 

 導入先(自治体)は、一枚の親カード(番号)に紐付く「１回使いきりの子カード」を発行(発番)でき、その利用

条件（利用上限額、有効期間、利用時間、利用地域・国等）を子カードごとに設定可能(Ｍａｓｔｅｒｃａｒｄ提供

の決済サービスの活用による)。これにより、導入先は、職員などの利用者が「いつ」「どこで」「いくらまで」

使えるか等を定めることが可能となります。 

 

当社は今後も、Ｍａｓｔｅｒｃａｒｄやフランチャイジー各社と協働し、デジタル化の進展でますます高まる自治

体での“経費精算のキャッシュレス化”ニーズに、積極的に対応していきます。 
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[地方自治体向け専用冊子] 


